
景気動向調査報告書

この調査は、岡谷市の基幹産業である製造６業種（精密、機械、電気、計量、表面処理、

鋳造）の企業の皆様のご協力により、今期（令和８年４月末）を基準とした業況等について

まとめた報告書です。

令和８年４月末調査

岡谷商工会議所・岡谷市産業振興部工業振興課





• 調査実施期間

前年同期 前 期 今 期 来 期

令和７年４月 令和７年１０月 令和８年４月 令和８年１０月

• 調査業種及び調査企業

調査業種 精密 機械 電気 計量 表面処理 鋳造 合計

調査企業数 ４０ ２７ １１ ７ １２ ３ １００

回答企業数 ２５ ２３ １１ ６ １０ ３ ７８

• 従業員数

人数 ０～９人 １０～１９人 ２０～２９人 ３０～３９人 ４０～４９人 ５０～９９人 １００人～ 合計

企業数 ２０社 １５社 ６社 ８社 ７社 １２社 １０社 ７８社
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令和８年４月景気動向 調査結果のポイント

〇今期の本市製造業の業況ＤＩは、前期に続き、取引先の生産回復を主因として業況が好転する企業

が増加し、プラスの水準を維持しています。半導体などの電子機器分野や航空・医療分野においては、

好調を維持する企業が多い一方、自動車関連や機械装置関連では引き続き低調な状況が伺えるとと

もに、原材料仕入価格高騰の影響（下段で解説）が全体に及んでいる状況となっています。

〇来期の見通しは、 ３期ぶりにプラス水準に転じました。原材料仕入価格の高止まりが続くとの見通し

の一方、取引先の生産回復および新規取引先の開拓や生産性向上への対策などを背景に改善傾向

を示しています。

〇中東情勢の影響については、「原材料価格の高騰」で約８割、「原材料の調達」で約６割の企業に影

響が及んでいます。また、供給調整や調達が滞ることなど先行きへの不透明感やリスクに対する強い

警戒感も伺えます。
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※棒グラフのプラス側は好転（増加、上昇、余裕）の企業の割合、マイナス側は減少（減少、低下、窮屈）の企業の割合です。
折れ線グラフ（ＤＩ）は好転（増加、上昇、余裕）の企業の割合から減少（減少、低下、窮屈）の企業の割合を引いた差です。折れ
線グラフ（来期の見通し）は調査時の来期（６ヵ月後）のＤＩ値です。

（原材料仕入価格については、棒グラフのプラス側は減少（価格上昇）の企業割合、マイナス側は好転（価格下落）の企業の割
合です。

折れ線グラフ（DI）は減少（価格上昇）の企業の割合から好転（価格下落）の企業の割合を引いた差です。）



①業況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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業況DI 来期の見通しDI

前期と比較したＤＩは１６．８ポイントとなり、前期の１１．７ポイントより５．１ポイント改善しました。
また、来期の見通しＤＩは３．９ポイントとなり、前期の▲１．１ポイントより５．０ポイント改善しました。
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②生産額ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】

24.0 

21.0 

13.1 

-14.1 

-25.3 

-40.0 

-21.0 

4.3 

-13.0 

8.5 

17.0 

-11.2 

4.1 4.2 

-11.1 -11.0 
-14.0 -4.0 

8.0 
8.5 

-12.2 

-2.2 

5.3 

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

R3.4 R3.10 R4.4 R4.10 R5.4 R5.10 R6.4 R6.10 R7.4 R7.10 R8.4 R8.10（予想）

生産額DI 来期の見通しDI

前期と比較したＤＩは前期の８．５ポイントより８．５ポイント改善し、１７．０ポイントとなりました。
また、来期の見通しＤＩは前期の▲２．２ポイントより７．５ポイント改善し、５．３ポイントとなりました。
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③受注額ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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受注額DI ④来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは前期の１０．６ポイントより１２．４ポイント改善し、２３．０ポイントとなりました。
また、来期の見通しＤＩは前期の▲２．１ポイントより７．４ポイント改善し、５．３ポイントとなりました。
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④操業率ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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操業率DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、前期の７．３ポイントより５．８ポイント上昇し、１３．１ポイントとなりました。

また、来期の見通しＤＩは、前期の▲１．０ポイントより９．０ポイント上昇し、８．０ポイントとなりました。
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⑤原材料仕入価格ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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①原材料仕入価格DI ④来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、前期の６２．８ポイントより１９．０ポイント上昇し、８１．８ポイントとなりました。
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⑥製品単価ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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製品単価DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、前期の１６．８ポイントより１３．１ポイント上昇し、２９．９ポイントとなりました。

また、来期の見通しＤＩは、前期の９．６ポイントより１８．１ポイント上昇し、２７．７ポイントとなりました。
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⑦収益ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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収益DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは前期の▲９．５ポイントより７．０ポイント改善し、▲２．５ポイントとなりました。
また、来期の見通しＤＩは前期の▲５．３ポイントより１．３ポイント改善し、▲４．０ポイントとなりました。
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⑧資金繰りＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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資金繰りDI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、前期の▲１６．１ポイントより４．３ポイント改善し、▲１１．８ポイントとなりました。
また、来期の見通しＤＩは、前期の▲１８．０ポイントより▲２．１ポイント悪化し、▲２０．１ポイントとなりました。
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⑨支払状況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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支払状況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、前期の０．０ポイントより１．３ポイント上昇し、１．３ポイントとなりました。

また、来期の見通しＤＩは、前期の２．２ポイントより１．７ポイント上昇し、３．９ポイントとなりました。
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⑩回収状況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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回収状況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、前期の３．２ポイントより６．０ポイント上昇し、 ９．２ポイントとなりました。
また、来期の見通しＤＩは、前期と同様、 ５．４ポイントとなりました。
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精密 機械 電気 計量 表面処理 鋳造

前期に比して ４．０ ３０．４ ３６．４ ０．１ ２０．０ ▲３３．３

前年同期に比して １６．７ ３４．７ ４５．６ ３３．３ ３０．０ ▲３３．３

⑪今期の業種別業況ＤＩ
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⑫設備投資について

設備投資を行っている（計画している）と回答した企業が今期３３社で、前期３４社とほぼ同数となりました。

来期に設備投資を行う予定の企業は３８社で、前期４０社とこちらもほぼ同数となっています。

調査企業数：１００社（回答７８社）

・設備投資の状況について
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⑬中東情勢の影響について
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調査企業数：１００社（回答７８社）

原材料
高騰

原材料
調達

受注 資金繰り 設備投資 電気料金 輸送コスト

現在

影響あり ６２社 ５０社 ２６社 ２０社 １２社 ３０社 ３６社

影響なし １５社 ２７社 ４８社 ５５社 ６４社 ４４社 ３９社

未回答 １社 １社 ４社 ３社 ２社 ４社 ３社

今後

懸念あり ７０社 ６４社 ４８社 ３４社 ２６社 ５２社 ５８社

懸念なし ４社 １０社 ２４社 ３８社 ４７社 １８社 １４社

未回答 ４社 ４社 ６社 ６社 ５社 ８社 ６社

・現時点で原材料の高騰や調達が最も大きな影響を受けており、今後も最大の懸念事項となっています。

・特に電気料金や輸送コストに関して、現在の影響以上に将来への懸念が顕著に増加しており、コスト増に対
する強い警戒感が伺える結果となっています。

・現状では影響が比較的少ない受注、資金繰り、設備投資といった項目においても、今後の懸念が増加傾向
にあり、企業活動全体にわたる先行き不透明感やリスク認識が高まっている状況が伺えます。



16

調査企業数：１００社（回答７８社）

項目 回答数 順位 項目 回答数 順位

機械やシステム導入による
自動化・省人化・省力化

４０ １① 新技術・新製品等の開発 ２２ ６⑥

社内のデジタル化の推進 ３６ ２⑤
販路開拓
（展示会への出展、市場調査など）

１６ ７④

熟練技能者の技術承継（標準化など） ３０ ３② 事業承継やＭ＆Ａ １３ ８⑨

省エネ化に寄与する設備導入・更新等 ２５ ４⑦ 工場の新設・増設 １０ ９⑧

後継者の育成 ２５ ５③ その他 ３ １０⑩

・ 1位の「機械やシステム導入による自動化・省人化」は前回に引き続き回答数が最も多く、「社内のデジタル
化の推進」は前回5位から大きく順位を上げており、企業が生産性向上と業務効率化を最重要課題と捉えてい
ることが伺えます。

・「熟練技能者の技術承継」や「後継者の育成」が前回に引き続き上位を占め、持続的な事業運営に向けた人
材確保・育成が重視されています。
・前回7位から上位に浮上した「省エネ化に寄与する設備導入・更新等」から企業の環境配慮とコスト削減への
意識の高まりが見られます。

⑭今後力を入れたい取り組み（複数回答可）

※順位内の○内は前年同期調査時の順位


